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め 、 人 の 流 れ を 生 み 出 し たこ と で 新 駅 「 御 厨 駅 」 整 備に 繋 が っ た と い う 事 例 が ある 。 各 自 治 体 に よ り 様 々 な事 例 が あ る の で 、 当 市 に 合う 形 で う ま く 開 発 を 進 め られ れ ば 。 視 野 を 広 く 持 ち 、Ｊ Ｒ に も 納 得 し て も ら え る環 境 を 整 え て い き た い 。◆ 学 校 統 廃 合 と 長 寿 命 化　
市 内 の 小 学 校 の 中 に は 、

す で に 複 式 学 級 化 し て い るな ど 、 子 ど も た ち の 学 び の環 境 に 影 響 が 出 て き て おり 、 こ う し た 課 題 解 消 の ため に は 、 学 校 の 統 廃 合 は 今後 必 須 事 項 に な る と 考 え てい る 。　
こ れ ま で 、 審 議 会 か ら の

提 言 書 を 元 に 教 育 委 員 会 内で 検 討 を 進 め て き た 。

2 5年

度 中 に は 基 本方 針 を 定 め 、各 地 区 の 住 民の 方 々 と の 懇談 会 を 行 う 予定 で あ る 。 それ ら が 順 調 に進 め ば 、 具 体的 な 統 廃 合 計画 を 策 定 し てい く 流 れ に なる 。 そ の 後 、順 次 統 廃 合 に向 け た 設 計 や施 工 な ど に 着手 し て い け れば 。　
ま た 、 中 学

校 に 関 し て

は 、 古 河 第 一 中 学 校 の 長 寿命 化 改 修 工 事 を 実 施 し て いる と こ ろ 。

2 8年 度 ま で に 全

体 的 な 改 修 工 事 を 行 う 。 今後 も 長 く 利 用 で き る よ う 、よ り 良 い 教 育 環 境 を 整 え てい く 。◆ 今 後 も 相 互 に 支 え 合 い　
建 設 業 界 の 方 々 に は 、 災

害 協 定 な ど も 含 め 、 地 域 のま ち づ く り 等 に 日 々 ご 協 力を い た だ い て お り 、 深 く 感謝 し て い る 。 市 が 「 こ ん なま ち づ く り が し た い 」 と 考え て い て も 、 実 際 に 工 事 をし て い た だ く の は 市 内 の 業者 の 皆 様 。 こ れ か ら も 、 多様 な 形 で ご 協 力 を い た だ けれ ば と 思 う 。　
企 業 の 元 気 は 、 ま ち の 元

気 に 繋 が る 。 そ れ ぞ れ の 企業 が 技 術 革 新 に 努 め ら れ 、こ れ か ら も よ り 良 い ま ち をつ く る た め の ス キ ル や 経 験を 蓄 積 し て い た だ け る と あり が た い 。

し た い 。 こ こ は 新 公 会 堂 整備 の 候 補 地 に も な っ て いる 。 民 間 の 商 業 施 設 と 公 共施 設 が 、 お 互 い に 集 客 の 相乗 効 果 を 生 む こ と が で き るよ う な 場 を 目 指 せ れ ば 。◆ ２ 箇 所 の 候 補 地 を 検 討　
新 公 会 堂 の 整 備 に 向 け 、

３ 月 に は 市 民 委 員 会 か ら 中間 報 告 が 行 わ れ る 予 定 。 今後 の 予 算 化 に つ い て も 、 曖昧 な 数 字 が ひ と り 歩 き し てし ま う こ と の な い よ う 、 市民 の 皆 様 に も 分 か り や す い形 で 説 明 し な が ら 話 を 進 めた い 。 建 築 単 価 は ど ん ど ん上 昇 し て い る の で 、 ス ピ ード 感 を 持 っ て 進 め て い け れば と 思 う 。　
現 状 の 整 備 候 補 地 に つ い

て は 、 市 民 委 員 会 で 、 古 河体 育 館 跡 地 と 大 堤 地 区 の ２箇 所 で 検 討 し て い る 。 場 所が 決 ま れ ば 、 そ の 土 地 に 合う よ う な 施 設 を 考 え て い きた い 。

◆ 市 内 道 路 な ど 整 備 促 進　
市 内 の 道 路 整 備 に つ い て

は 、 県 へ の 筑 西 幹 線 道 路 の整 備 要 望 を 継 続 し て 行 う こと と 共 に 、 当 面 の 代 替 路 線と な り え る 下 大 野 線 の 整 備に 着 手 し て い く 。　
そ の 他 の 幹 線 道 路 は 、 都

市 計 画 道 路 西 牛 谷 辺 見 線 の整 備 促 進 、 都 市 計 画 道 路 桜町 上 辺 見 線 の 整 備 、 新 ４ 号国 道 ア ク セ ス 道 路 の 整 備 を継 続 し て 行 っ て い き た い 。新 ４ 号 国 道 ア ク セ ス 道 路は 、 ２ ０ ２ ７ 年 度 の 全 線 開通 を 予 定 し て い る 。　
市 内 の 生 活 道 路 に つ い て

も 、 地 元 の 地 権 者 と 協 力 し着 実 に 進 め 、 基 盤 整 備 に 遅れ が 生 じ て い る 市 街 化 区 域は 特 に ス ピ ー ド 感 を 持 っ て取 り 組 ん で い き た い 。◆ 開 発 環 境 整 え 新 駅 誘 致 へ　
南 古 河 駅 の 誘 致 は 、 今 後

も 継 続 し て い か な け れ ば なら な い 。 利 用 客 が 見 込 め なけ れ ば 誘 致 は で き な い が 、大 堤 地 区 で の 未 来 産 業 用 地開 発 事 業 に よ っ て 、 大 き な人 の 流 れ が 生 ま れ れ ば 可 能性 は 十 分 あ る と 思 う 。　
静 岡 県 磐 田 市 で は 、 Ｊ

リ ー グ の プ ロ サ ッ カ ー ク ラブ チ ー ム の ホ ー ム ス タ ジ アム を 整 備 し 、 区 画 整 理 も 進

地 域 の 守 り 手 と し て 古 河 市 発 展 に 貢 献 い た し ま す

特 集 ／ 針 谷 力 古 河 市 長 3 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

明 る い 未 来 に 向 け 力 強 い 飛 躍
～ 新 た な 賑 わ い 拠 点 や 新 公 会 堂 の 整 備 を 推 進 ～

か ら ４ 車 線 化 が 進 み 、 さ らに 需 要 が 高 ま る 中 、 市 と して も そ の 流 れ を 逃 さ な い よう に し た い 。　
現 在 、 市 内 に 工 場 等 が あ

る 企 業 に つ い て も 、 建 物 の築 年 数 を 考 え る と 、 こ れ から 移 転 が 必 要 な 時 期 に な って く る と 思 う 。 そ の 時 、 市外 へ 移 転 す る の で は な く 、市 内 に も 土 地 が あ る 、 と いう こ と を 示 せ る よ う に し たい 。◆ 新 た な 賑 わ い 拠 点 整 備　
大 堤 地 区 は 約
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h a

を 重 点 促 進 区 域 と し て おり 、 こ の う ち 約
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h aを 新

た な 未 来 産 業 用 地 開 発 事 業と し て 整 備 す る 。 民 間 企 業か ら の 提 案 を 受 け 、 文 化 ・産 業 ・ 商 業 の 交 流 機 能 を 備え た 、 新 た な 賑 わ い 創 出 の拠 点 を 目 指 し て い く 。　
は じ め に 着 手 す る 約
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h aの 開 発 を 確 実 に 進 め る
こ と で 、 注 目 が 集 ま り 、 さら な る エ リ ア の 拡 張 を 目 指

◆ ８ 年 の 積 み 重 ね を 果 実 に　
３ 期 目 で は 、 市 民 の 皆 様

へ お 伝 え し た 選 挙 公 約 を 少し で も 多 く 実 現 し て い き たい 。 こ れ か ら の ４ 年 間 、 限ら れ た 時 間 の 中 で は あ るが 、 ２ 期 ８ 年 間 の 中 で 地 なら し が で き た 事 業 も あ る ので 、 ス ピ ー ド 感 を 持 っ て 進め て い き た い と 思 う 。　
こ れ ま で ８ 年 間 で 種 ま き

し て き た も の に つ い て 、 その 成 長 を 目 指 す ３ 期 目 に した い 。 ４ 年 間 の う ち に 、 市民 の 皆 様 に 果 実 ま で 味 わ って い た だ け る よ う 、 力 を 尽く せ れ ば 。◆ 市 の 未 来 の た め 官 民 連 携　
未 来 産 業 用 地 開 発 事 業 に

つ い て は 、 今 後 も さ ら に 促進 し て い く 。 東 山 田 ・ 谷 貝地 区 で は 、 約 ９ ・ ５

 

h aの

区 域 拡 張 を 進 め る 。 昨 年
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月 に は 国 か ら 基 本 計 画 の 同意 を 得 て お り 、 地 権 者 説 明を 経 て 、 来 年 度 中 に は 事 業者 を 決 定 し 、 地 域 経 済 牽 引事 業 計 画 の 承 認 ま で 進 み たい 。　
圏 央 道 周 辺 は 、 新 し い 人

の 流 れ や 流 通 の 観 点 か ら 非常 に 注 目 さ れ て い る 。 こ れ

　
昨 年 の 選 挙 で ３ 期 目 の 当 選 を 果 た し た 針 谷 力 市 長 。 こ れ ま で の ２ 期 ８ 年 間 で

は 、 総 和 地 域 交 流 セ ン タ ー の 整 備 や 、 東 山 田 ・ 谷 貝 地 区 で の 未 来 産 業 用 地 開 発事 業 な ど に 着 手 し 、 確 か な 歩 み を 進 め た 。 ３ 期 目 で は 、 大 堤 地 区 で の 新 た な 賑わ い 拠 点 の 整 備 や 、 新 公 会 堂 の 整 備 に 向 け た 準 備 な ど を 推 し 進 め 、 市 の 明 る い未 来 の た め 力 を 尽 く す 。  「 未 来 へ 大 き く 夢 広 が る 古 河 市 」 実 現 に 向 け 、 力 強 い飛 躍 を 志 す 針 谷 市 長 の 思 い を 聞 い た 。

新 ４ 号 ア ク セ ス 道 路 の 整 備

針 谷  力 （ は り や ・ ち か ら ） 　 1 9 6 1  年  5  月  2 8  日 生 ま れ の

6 3  歳 。 獨 協 大 学 法 学 部 を 卒 業 。 9 5  年 に 旧 古 河 市 議 会 議 員

に 初 当 選 。 2 0 0 7  年 に は 、 古 河 市 議 会 議 長 に 就 任 し た 。 1 6  年 、

市 長 初 当 選 。 今 回 、 3  期 目 の 当 選 を 果 た し た 。 時 間 が で き れ

ば ゴ ル フ を や り た い と 考 え て い る 。 息 抜 き に  Y o ut u b e  な ど

で 将 棋 を 観 る こ と も 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆

会 　 長 　 菊 　 池 　 忠 　 行 　 ［ ㈱ 菊 池 工 業 ］

副 会 長 　 中 　 村 　 友 　 裕 　 ［ ㈲ 中 村 建 材 ］ 　 副 会 長 　 矢 　 吹 　 香 　 介 　 ［ 矢 吹 工 業 ㈱ ］ 　 副 会 長 　 阿 久 津 　 雅 　 彦 　 ［ ㈲ 鈴 雅 工 業 ］

一 般 社 団 法 人 古 河 市 建 設 業 協 会
「 未 来 を 建 設 ・ 地 域 貢 献 の 道 を 拓 く ! 」

（ 順 不 同 ）

吉 原 興 業 ㈲

㈱ 野 本 電 設 工 業

㈱ 川 上 造 園 土 木

㈲ 鈴 木 鋼 業

イ ー エ ム 建 設 ㈲

㈲ 岩 田 工 業

宇 都 木 建 設 ㈱

大 高 工 業 ㈱

小 川 建 設 工 業 ㈱

㈱ グ ッ ド レ イ ク

㈱ 幸 土

㈱ 幸 大

斉 藤 工 事 ㈱

㈱ 三 幸

サ ン ワ 設 計 ㈱

㈲ 城 北 工 業

㈲ 諏 訪 建 産 業

㈲ 総 和 解 体 工 業

㈱ タ カ ノ 重 機 土 木

㈱ 高 橋 芝 園 土 木

㈱ 田 中 工 業

㈱ チ ヒ ロ 建 興

㈱ 内 田 組

㈱ エ イ ケ ン

㈱ 岡 本 工 務 店

㈱ 小 沢 道 路

草 間 総 合 建 設 ㈱

㈱ サ ン コ ー 緑 地 建 設

大 近 建 設 ㈱

㈲ ワ ー ク ス

㈱ イ ワ セ 運 輸 機 工

生 井 工 業 ㈱

㈲ 新 良 建 設

坂 東 工 業 ㈱

㈱ ヒ カ リ 建 設

㈲ 丸 勝 建 設

㈱ 丸 健 工 業

山 中 建 設 工 業 ㈱

㈱ ヤ マ シ ン

和 幸 不 動 産 建 設 ㈲

㈱ 鬼 山 工 業

㈲ 大 谷 組

開 発 産 業 ㈱

㈱ ゴ ヨ ー

㈲ 小 森 谷 建 設

㈲ 関 建 設

㈱ 高 崎 建 設

㈱ 平 建 設

㈲ 大 信 建 設

㈲ 筑 西 建 設

㈲ 並 木 建 設 工 業

㈲ 日 生 産 業

㈲ 張 替 工 業

増 田 建 設 ㈲

森 田 建 設 工 業 ㈱

㈱ 安 田 建 設

ヤ チ ヨ 設 備 ㈱

㈲ 吉 葉 工 務 店

◀ 改 修 工 事 が 進 む 古 河 第 一 中 学 校

東 山 田  ・  谷 貝 は 区 域 拡 張 へ

大 堤 で 商 業 施 設 検 討


